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１．はじめに 

 スペクトルインバージョン1）は，強震記録の得られている地点でのサイト増幅特性を評価するための手法と

して有用である．しかし，沖縄・奄美地域では，基準観測点に関する不確実性が大きいため，通常のスペクト

ルインバージョンを適用しただけでは，サイト増幅特性に不確実性が残ることが懸念された．そこで，本研究

では，基準観測点を設定する必要のないスペクトルインバージョン手法2）を沖縄・奄美地域に適用することに

より，強震観測点におけるサイト増幅特性の評価を行った．なお，本稿は紙数の関係から概要のみの紹介とな

る．詳細については文献3）を参照していただければ幸いである． 

２．本稿で用いる方法 

 通常のスペクトルインバージョンでは基準観測点におけるサイト増幅特性を拘束条件として与えるが，ここ

では複数の解析対象地震に対してあらかじめ震源スペクトルを求めておき，これを拘束条件として与える 2）．

震源スペクトルはω-2モデル 4）に従うものと仮定する．ω-2モデルに従う震源スペクトルは，二つのパラメタ，

すなわち地震モーメントとコーナー周波数で規定される．このうち地震モーメントは F-net による CMT 解を

利用し，コーナー周波数は，互いに震源が近接している大小二つの地震の観測スペクトルの比から推定する． 

３．震源スペクトルの評価 

観測スペクトルの比からコーナー周波数を推定している事例を図-1 に示す．2002 年 6 月 5 日と 2004 年 4

月13日の宮古島付近の地震（M4.7とM3.7）の震源は互いに近接している．これらの地震によるOKN007とOKN008

の 2 箇所での観測スペクトルは図-1（左）に示す通りである．ここでは，それらの比およびその対数平均を求

め，これを両地震の震源スペクトルの比とみなし，これに式（1）をフィッティングさせた（図-1（右））． 
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ここにS ( f )は震源スペクトルを，M0は地震モーメントを，fcはコーナー周波数を，下付文字の 1 は大きい方の

地震を，下付文字の 2 は小さい方の地震を表す．このとき地震モーメントとしては F-net の CMT 解のものを

用いた．フィッティングの結果，両地震のコーナー周波数は 2.5Hz および 9.1Hz と求められた．同様の方法

で，計 8 つの地震ペアに対してコーナー周波数（および震源スペクトル）の評価を行った． 

 
図-1 観測スペクトルの比からコーナー周波数の算定を行った事例．2002 年 6 月 5 日と 2004 年 4 月 13 日の宮古島付近の地震

（M4.7 と M3.7）を対象としている．左から順に，OKN007 における観測スペクトル，OKN008 における観測スペクトル，観測

スペクトルの比とその対数平均，対数平均に対して式（1）のフィッティングを行った結果． 
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４．スペクトルインバージョン 

3.で評価された震源スペクトルを拘束条件として利用し，沖縄・奄美地域を対象としたスペクトルインバー

ジョンを実施した．解析対象周波数は 0.2-10Hz，対象地震は M4.5 以上 M6.0 未満の合計 38 の地震（図-2），

対象観測点は沖縄・奄美地域の 17 の観測点（図-2），対象記録は震央距離 200km 未満の 128 の記録である．

対象地震のうち，3.で震源スペクトルが評価されている地震は 5 つ存在した．それらの地震の震源スペクトル

を拘束条件として与えた． 

本研究により，沖縄・奄美地域における伝播経路の Q 値は Q=130f 0.7と推定された（図-3）．この数字は，

例えば加藤 5）が鹿児島県・熊本県に対して推定している Q=104f 0.63 など，他の地域に対して既往の研究で推

定されている値に比較的近い．算定されたサイト増幅特性の例を図-4 に示す．ここでは島尻層群のある地域

（OKN003-OKN005）とそうでない地域（KGS030-KGS035，OKN001）のサイト増幅特性を示しているが，前

者は後者と比較して 1Hz 以下でサイト増幅特性が大きくなっている．この結果は松島他による既往の研究と

調和的である．図-5 では観測に用いる拘束条件の数を減らした場合のサイト増幅特性の算定結果を示している．

安定した結果を得るためには，この場合，3 個程度の拘束条件が必要であった． 

    
図-2 スペクトルインバージョンの対象地震と対象サイト   図-3 推定された伝播経路の Q 値 

   
図-4 島尻層群の有無によるサイト増幅特性の相違  図-5 拘束条件の数を減らした場合のサイト増幅特性の算定結果 

 

５．おわりに 

 本研究では複数の地震の震源スペクトルを拘束条件として与えるスペクトルインバージョン手法 2）の適用

を試みた．従来のスペクトルインバージョン手法が与える結果との比較については今後の課題である． 
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